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問題解決的な学習に関する一考察
──教育実習での授業設計を想定して──
百 瀬 光 一
はじめに
中央教育審議会「道徳に係る教育課程の改善等について（答申）」（2014
年10月21日）を受け、文部科学省「学校教育法施行規則の一部を改正する
省令の制定、小学校学習指導要領の一部を改正する告示、中学校学習指導
要領の一部を改正する告示及び特別支援学校小学部・中学部学習指導要領
の一部を改正する告示の公示並びに移行措置等について（通知）」（2015年
月27日）が出された。この中の学校教育法施行規則の一部を改正する省
令では、小学校、中学校及び特別支援学校小学部・中学部の教育課程にお
いて、従来の「道徳の時間」が、新たに「特別の教科である道徳」（以下、
「道徳科」と表記）に改正された。また、小学校、中学校、特別支援小学
部・中学部の学習指導要領の一部改正では、指導計画の作成と内容の取扱
いにおいて、「児童（生徒）の発達の段階や特性等を考慮し、指導のねら
いに即して、問題解決的な学習、道徳的行為に関する体験的な学習等を適
切に取り入れるなど、指導方法を工夫すること」()などが指摘された。
そこで本研究では、道徳科の授業における指導方法の工夫として指摘さ
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れた「問題解決的な学習」を取り上げ、その授業プロセスについて追究す
ることにする。特に、道徳科が完全実施される平成30年度（小学校）及び
平成31年度（中学校）に向け、教職課程を設置する大学では、教職課程を
履修する学生に道徳科の授業における問題解決的な学習を進めるための指
導方法を学ばせていくことは、きわめて重要な課題となる。具体的には、
従来の「道徳の時間」の授業で行われている問題解決的な学習の先行研
究()を分析しながら、教職課程を履修する学生が、教育実習の道徳科の
授業で指導可能な問題解決的な学習の授業プロセスについて、体験授業を
通して考察することにした。
 道徳の時間における問題解決的な学習の先行研究
道徳の時間における問題解決的な学習は、すでに様々な形で実践が行わ
れている。特に教職課程を履修する学生にとっては、問題解決的な学習を
進めるための一定の授業プロセスがあった方が、実際に教育実習で授業を
行う場合に実践がしやすい。その中で、①田沼茂紀の道徳授業理論、②柳
沼良太・竹井秀文の道徳授業理論、③藤枝茂雄の道徳授業理論は、一定の
問題解決的な学習の授業プロセスが設定されている点で注目に値する。こ
こでは、このつの道徳授業理論について述べる。
（）田沼茂紀の道徳授業理論
田沼茂紀は、豊かな人間性に根ざした「生きる力」の育成を念頭に、子
どもの主体性的な道徳的実践力形成を積極的に支援するための道徳授業の
アプローチとして、「重点的指導パッケージとしての多時間複数価値同時
追求型プログラムによる道徳授業の展開」（以下、「複数価値多時間同時追
求型道徳授業」と略記）()を提唱している。田沼は、この授業の特徴と
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して、以下の点を挙げている。すなわち、①重点的指導（子どもの発達
段階や日常的道徳生活実態に即した重点的な指導を具現化する）、②パッ
ケージ型道徳授業（子どもにとって一定のまとまりある道徳的学びとする
ためのパッケージ型道徳授業にする）、③複数価値多時間同時追求型プロ
グラム（同じ教材で道徳的体験をしても生ずる千差万別の課題意識が尊重
され、その追求課程で相互の関連的意味づけができるような道徳授業にす
る）、④価値達磨構想（道徳的価値のみを取り上げて課題追求するのでは
なく、一個の人間に内在する感情的側面、慣習的側面も踏まえた理性、感
性、悟性が渾然一体となって作用する「生き方学び」の授業にする）()
の点である。
田沼によれば、「価値達磨構想」とは、子どもの人格を構成している要
素を台座に立つ達磨に見立て、具体的には、達磨が立つ土台となる「感情
コントロール層」、達磨本体を形作る「道徳的慣習形成層」、達磨上部にあ
ってその全体を律する「道徳的価値自覚層」のつから成るとし、これら
が相互補完的かつ連関し合ってバランスよく保たれ、拡げられることが、
個としてのよさとして発揮される人格的特性としての道徳的成長に発展す
る上で重要であるとしている()。田沼は、この「価値達磨構想」の具現
化の切り札として、「重点的指導」を前提とした「パッケージ型道徳授業」
が必要であるとし、その方法論として「複数価値多時間同時追求型プログ
ラム」を提唱するのである()。
この「複数価値多時間同時追求型道徳授業」は、次頁の図(	)に示し
た授業プロセスとなる。また、田沼は、子どもたちの道徳的実態に即しな
がら、授業プロセスのそれぞれのステップの時間配分は柔軟に運用すべき
であるとしている(
)。
田沼が主張する「複数価値多時間同時追求型道徳授業」には、つの大
きな特徴がある。すなわち、①まとまった時間を設定し、複数の価値を同
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時に追求させていることである。具体的には、個々には「個人課題」を、
全体には個々の「個人課題」を解決するための手段となる「共通課題」を
設定している。②子どもたちの話し合いを場面に応じて工夫していること
である。具体的には、「共通課題」を解決させるために、集団的価値追求
活動を設定し、「個人課題」を自己解決させるために、似通った「個人課
題」を設定した者同士で課題追求をさせている。以上の点が大きな特徴
である。
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・検討した個人課題の結論を互い（グルー
プ内で得た結論を全体の場で）に発表し合
い、互いに聞き・受容し合って共通課題と
のつながりを確認し合う。
・共通課題で得た結論を各自確認しながら、
似通った個人課題を設定した者たち同士で、
グループ活動を主体とした課題追求をする。
・個人課題という個の思考をベースにしな
がら、共通課題を集団思考・追求する。
・共通課題に対する個々のものの見方、感
じ方、考え方を確認する。
・個としての疑問やこだわりとして設定し
た課題を確認し合い、整理・集約すること
で個人課題を解決する手がかりとしての共
通課題を設定する。
・教材を読んで、そこから思ったり、感じ
たりしたことを自由に意見交流する。
・自分が疑問に思ったことやこだわりたい
気になることについて検討・整理し、個人
課題を設定する。
具体的な学習活動
ステップⅠ：学習活動としての導入段階
・価値との出会いと個人課題を見出す段
階
ステップⅡ：学習活動としての展開前段
段階
・個人課題を解決するための共通の手が
かりとして共通課題を設定する段階
ステップⅢ：学習活動としての展開中段
段階
・集団的価値追求をする協働、協同、共
同を実現する思考活動段階
ステップⅣ：学習活動としての展開後段
段階
・共通課題として集団的価値追求した結
果を思考のベースとして個人課題を自己
解決する段階
ステップⅤ：学習活動としての終末段階
・個人課題追求結果を発表し合い、共有
しながら再度共通課題を確認し合う段階
課題追求段階
図 複数価値多時間同時追求型道徳授業の授業プロセス
（）柳沼良太・竹井秀文の道徳授業理論
柳沼良太・竹井秀文は、従来からの読み物資料の中の登場人物（特に主
人公）の心情を共感的に理解し、子どもの心情と照らし合わせることを通
して、子どもの道徳的心情を陶冶するという心情主義の道徳授業の限界性
を指摘し、その新たな代替案として、「問題解決型の道徳授業」を提唱し
ている()。柳沼・竹井は、この「問題解決型の道徳授業」の特徴として、
以下のつを挙げている。すなわち、①子どもの道徳的な問題解決能力を
育む点、②子どもの道徳的な思考、感情、行為を調和的に統合する点、③
道徳的行為の動機だけでなく結果にも注目する点、④問題解決の知識やス
キルを教える点(10)の点である。また、柳沼・竹井は、Ｊ.デューイのプ
ラグマティズムに立脚した道徳教育論(11)にもとづきながら、「問題解決型
の道徳授業」として、次頁の図(12)に示した授業プロセスを提案してい
る。
柳沼と竹井が提唱する「問題解決型の道徳授業」には、つの大きな特
徴がある。すなわち、①導入部で、授業で追究していく道徳的価値を提示
し、その一般的意味だけでなく、本当の意義も問いながら授業を展開し、
終末で再度その問いを振り返らせていること、②道徳的課題を見つける場
面で、教師が具体的な道徳的問題を子どもたちに提示していること、③解
決策を吟味する場面で、子どもたちに解決策を選んだ動機だけでなく、解
決策によってもたらされる結果までを考えさせていること、④話し合いの
展開をグループで話し合って意見をまとめてから、クラス全体で討議する
ようにしていること、⑤道徳授業で習得した問題解決の知識やスキルを実
際の日常生活における道徳実践で生かせるように身近な道徳的問題を解決
する場を設定していることの点である。
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・①その解決策を尊重しているか、②その解決策を人に勧め
ることができるか、③その解決策はそれによって影響を受け
る人を尊重しているか、④その解決策は他人ではなく、あな
たに適用されてもよいか、⑤その解決策をあなたは誰にでも
適用するか、⑥その解決策を実行することでどのような結果
をもたらされるかのつのポイントをもとに道徳的な解決策
を吟味する。特に重要なチェック項目は、ポイントの③と⑥
であり、それぞれの解決策の長所と短所を比較検討した上で、
つの解決策を選び出すようにする。Ａ:解決策を選んだ動
機をチェックする、Ｂ:結果についての気づきをチェックす
る、Ｃ:自他ともに幸福になれる解決策を考える。
・話し合いの順序としては、グループで話し合って意見をま
とめてから、クラス全体で討議するようにする。
・まず、自分の意見をまとめ、他者の意見を尊重して自己の
意見を再検討する。それぞれの意見を吟味して、公的な道徳
問題であればクラス全体の合意を形成し、私的な道徳問題で
あれば個人で意見をまとめるようにする。
・解決策を自由
に構想する。
・自由に思いつくままに、多くのアイディアを出すブレイ
ン・ストーミングを行うようにする。
・道徳的問題の
状況を分析し、
道徳的課題を見
つける。
・子どもたちに読み物資料を配付し、具体的な道徳的問題を
提示する。
・①何が問題なのか、②どういう状況でその問題が起きてい
るのか、③ある状況における登場人物の思考、感情、行動は
どのようか、④登場人物の考えが感情や行動にどのような影
響を与えているか、⑤登場人物の考え方は適当かどうかの
つのポイントをもとに読み物資料から、道徳的問題を分析さ
せる。問題解決型の授業では、ポイントの③と④を重視する。
子どもを登場人物に同一化させるのではなく、子どもなりに
登場人物の考えや行為をどう思うか話し合うようにする。
・授業で取り上
げる道徳的価値
を提示し意味を
確認する。
・道徳的価値を明確に提示し、子どもたち一人ひとりに道徳
的価値についての興味や関心を呼び起こすようにする。
・子どもたちに道徳的価値の一般的意味だけでなく、本当の
意義も問うようにする。
具体的な学習活動 留意事項
導入
展開
前段
展開
後段
終末
段階
・道徳授業の内
容をまとめる。
・問題解決型の道徳授業で話し合った内容を全般的にまとめ、
授業の導入部で提示した本質的な問いを振り返るようにする。
・教師がある程度まとめてもよいし、子どもが自ら考えをま
とめてもよい。
・道徳授業で習
得した問題解決
の知識やスキル
を応用して身近
な道徳的問題を
解決する。
・シュミレーションとして類似した別の道徳的問題を設定し、
それを練習問題として解かせる方法もある。
・解決策を吟味
する。
図 柳沼・竹井の問題解決型の道徳授業の授業プロセス
（）藤枝茂雄の道徳授業理論
藤枝茂雄は、問題解決的な学習過程の実践的な課題として、問題解決の
過程での新たな価値の創造や合意を求めてなされる協同的探求を実現させ
るために、道徳の時間に設定される「課題」を通じて、取り扱う内容に含
まれた「新たな価値」に気づくことができる指導の在り方と、解決策を
「合意」として共有するに至るまでの根拠のより深い考察、具体的には、
根拠を支える裏付けの考察等に至る指導の在り方の重要性を指摘してい
る(13)。
さらに、それらを具体的な方法として、学習者に対しても可視化したシ
ステムとして提示することが必要であるとし、実践における「導入」（資
料や価値の提示）から「展開」（解決策の検討・吟味・判断・討論）の過
程において、以下のつの概念をワークシートや学習活動として、固定
的・可視的に組み込んだ指導法や指導計画の構築が必要であるとしている。
すなわち、①学習者が取り扱う課題に対するレディネスの形成（導入段
階）、②課題の分析の精緻化（展開前段）、③判断・主張（解決策）の「根
拠の裏付け」の獲得（展開前段〜中段）、④判断・主張（解決策）の時間
軸上での吟味（展開前段〜中段）、⑤思考・判断の根拠の再構成の過程の
可視化（展開後段〜終盤）(14)の点である。
以上のことを踏まえ、藤枝は、道徳授業における問題解決型の学習とし
て、「マトリックス・メソッドを組み込んだ8in4課題解決システム」(15)を
提案している。この中の「マトリックス・メソッド」とは、子どもたちが
討論等を通じた集団の相互作用の中で、多面的・多角的な根拠整理及び根
拠の再構成を経て、自らの思考力・判断力を高めていくために必要となる
指導ツールである(16)。
その中心となるワークシートとして、縦軸に「立場」、横軸に「領域」
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を基本軸として設定し、それらによって囲まれた枠内を＋面と−面という
階層に分けて構成したマトリックス・シートを用いる(17)。縦軸の「立
場」と横軸の「領域」は、原則として学習者が集団で KJ法などを使って
協力して設定し、縦軸ならば上方向、横軸ならば左方向に優先順位の高い
根拠を位置づけるというランキングのプロセスを取り入れながら、マトリ
ックス・シートが作成される。さらに、小集団でのグループ討議などを通
して、自分の考えが及ばなかった枠や考えが浅かったことに気がついた枠
などに、ペン等の色を変えて他の学習者の意見を加筆し、枠全体を充実さ
せた上で討論に入るように活用されるのである(18)。
さらに、「8in4課題解決システム」とは、つの学習段階とそれらの各
段階につの学習活動を組み込んだものであり、具体的には、下記の図
(19)で示した授業プロセスとなる。なお、図中の備考欄の「※」は、筆
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課題（仮説を含む。）の提示
予習的学習段階 予習課題の準備 家庭学習を必要とする。
事前に一定期間取り組む。
学習段階 学習活動 備考



 ワークシートの完成・評価
学習効果の検証
価値選択 マトリックス・メソッドを活用
価値判断的な学習の段階
（学習の第課題を提示）
価値考察 マトリックス・メソッドを活用
※行為の選択を伴う価値判断を
行う場合には、領域、立場、メ
リット・デメリットのほか、未
来に予測される結果への因果を
加え、価値判断の根拠とする。
情報分析 マトリックス・メソッドを活用
情報処理的な学習の段階
（学習の第課題を提示）
情報収集 協同学習等
本課題の提示
振り返り
結論を表現する学習段階 まとめ
図 「8 in 4課題解決システム」による授業プロセス（藤枝、2015）
者が藤枝の論考をもとに加筆したものである(20)。
藤枝が提唱する「マトリックス・メソッドを組み込んだ8in4課題解決シ
ステム」には、つの大きな特徴がある。すなわち、①予習的学習段階で、
学習者に課題に対するレディネスを形成させるために予習課題として「家
庭学習」を設定していることと、その予習課題で準備してきた学習を基礎
に、教師が討論や問題解決につながる学習課題を提示していること、②情
報処理的な学習や価値判断的な学習の段階で、「マトリックス・メソッド」
という子どもたちが多面的・多角的な根拠整理及び根拠の再構成を経て、
自らの思考力・判断力を高めていくための思考ツールを用いていること、
③価値判断的な学習の段階で、マトリックス・メソッドを活用させる場面
で行為の選択を伴う価値判断を行う場合に、領域、立場、メリット・デメ
リットのほか、未来に予測される結果への因果を価値判断の根拠とするこ
との点である。
 教育実習を想定した道徳科の授業における問題解決的な
学習の授業プロセスの検討
（）授業者の経験の必要性
教職課程を履修する学生が、教育実習で道徳科の授業を問題解決的な学
習で進める場合、一定の授業プロセスがあった方が実践しやすくなる。し
かし、いくら一定の授業プロセスがあるからといって、誰もがスムーズに
授業が展開できるとは限らない。なぜなら、授業プロセスの各ステップの
中には、授業者としての経験が必要とされるものがあるからである。ここ
では、この授業者の経験の必要性という視点から、先述した田沼、柳沼・
竹井、藤枝のつの道徳授業理論の授業プロセスについて検討する。
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まず、田沼の授業プロセスは、図で示した通り、一つの価値を追求す
る授業ではなく、多価値を同時追求させながら、最後にそれらを関連付け
させる授業である。具体的には、まず、個々に「個人課題」と、全体に
個々の個人課題を解決する手段となる「共通課題」を設定させる。次に、
この「共通課題」の集団思考・追求で導かれた結論をもとに個々の「個人
課題」を解決させる。最後に、個々の「個人課題」の追求結果を共有させ
ながら、再度「共通課題」を確認させ、子どもたち個々の価値に対する見
方を拡げさせるというものである。このように、多価値の同時追求とそれ
らの関連付けの指導には、授業者としての相当の経験の積み重ねが必要と
なる。
次に、柳沼・竹井の授業プロセスは、図で示した通り、各段階の具体
的な学習活動における留意事項は、具体的に細かく述べられている。しか
し、各段階の中には、教師の経験が求められるものがある。例えば、導入
段階では、子どもたち一人ひとりに、道徳価値についての興味・関心を喚
起させるための具体的手だてが求められる。展開前段では、スムーズにブ
レイン・ストーミングという手法で話し合いを進行させるための具体的手
だてが求められる。展開後段では、シュミレーションとして類似した別の
道徳的問題を設定することが求められる。これらの一つ一つは、教師の経
験による実践的指導力が必要となる。
最後に、藤枝の授業プロセスは、図で示した通り、つの道徳授業理
論の中でも一番シンプルな授業プロセスとなっている。しかし、実際には、
子どもたちが、多面的・多角的な根拠整理及び根拠の再構成を経て、自ら
の思考力・判断力を高めていくために、「マトリックス・メソッド」とい
う指導ツールを用いるなど、授業者としての高度な授業技術が求められる。
このような高度な授業技術を身に付けていくためには、田沼、柳沼・竹井
の道徳授業理論と同様に、授業者としての経験の積み重ねが必要となる。
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（）体験授業による道徳授業での問題解決的な学習の授業プロセ
スの検討
先述の通り、田沼、柳沼・竹井、藤枝の道徳授業理論は、授業者として
の経験の積み重ねが前提として求められる。よって、教職課程を履修する
学生にとっては、そのまま各授業プロセスにそって授業を実践することは
難しい。とはいえ、教職課程を履修する学生が、これらのつの道徳授業
理論を実際に体験しながら、授業者となった場合に授業を展開する上で、
どこに課題があるのかを考察することは、将来教壇に立ったとき（教育実
習も含む）、道徳科の授業に問題解決的な学習を導入する上で、きわめて
有益な経験となる。
そこで今回の研究では、つの道徳授業理論の中から、まず、第一段階
として、詳細な授業案と授業実践記録がある田沼の道徳授業理論を取り上
げ、教職課程を履修する学生に体験させることにした。実際に、田沼の授
業プロセスを体験させることを通して、教職課程を履修する学生に、授業
者として授業を行った場合にどこに課題があるのか、その課題を解消する
ためにどんな対策を講じればよいかを考察させながら、教職課程を履修す
る学生が、教育実習で実践可能な道徳科の授業における問題解決的な学習
の授業プロセスについて検討することにした。
）回目の体験授業の授業案の概要(21)
田沼の「複数価値多時間同時追求型道徳授業」の中に、絵本『わたしの
いもうと』(22)を資料として、小学校年生を対象に実践したもの(23)があ
る。今回の研究では、この授業を体験させることにした。具体的には、教
職科目「道徳教育の研究」（筆者担当）を履修するＡ大学年生10名を対
象に、筆者がファシリテーターとなって体験授業を実施することにした
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（2015年月25日実施）。学生は、子どもの視点で授業を受けるとともに、
同時に教師の視点に立って授業を展開する場合の課題とその課題を解消す
るための対策を考えながら、授業に参加するようにした。
① 授業のねらい
・ かけがえのない自他の生命を多様な視点から見つめ、自分なりに意味
づけて実践しようとする態度を育てる。
② 展開の大要（全時間扱い：全90分）
166 法学論集 77 〔山梨学院大学〕
─ 166 ─
①共通課題で得た結論を各自確認しながら、似通った個人課題を
設定した者たち同士でグループ活動を主体とした課題追究をする。
・時間目で設定した個人課題を一覧表にまとめておき、大まか
な課題別グループが編成できるようにしておく。
・個人課題と共通課題が重なってしまった者は、再度資料を読み
深め、登場人物たちはどうあるべきであったのかを改めて検討し
合うようにする。
②検討した個人課題の結論を互い（グループ内で得た結論を全体
の場で）に発表し合い、互いに聞き・受容し合って共通課題との
つながりを確認し合う。
①教材「わたしのいもうと」を読んで、そこから思ったり、感じ
たりしたことを自由に意見交流する。
②自分が疑問に思ったことやこだわりたい気になることについて
検討・整理して、個人課題を設定する。
③個としての疑問やこだわりとして設定した課題（生命尊重、家
族愛、友情や信頼、思いやり、思慮・節度、公平さ等々）を確認
し合い、整理・集約することで個人課題を解決する手がかりとし
ての共通課題を設定する。
④個人課題という個の思考をベースにしながら、共通課題を集団
思考・追求する。
・いじめられた妹と、いじめに加わったクラスメイトの気持ち
・家に閉じこもって振り向きもしなくなってしまった妹の気持ち
・ただ黙ってどこかを見つめ続ける妹を見守る母さんや私の気持
ち
・いじめたことすら忘れて成長していくクラスメイトに対する気
持ち
・鶴を折り続けるそれぞれの家族の気持ち
・思いを内に秘めたまま死んでいった妹の気持ち
⑤共通課題に対する個々のものの見方、感じ方、考え方を確認す
る。
学習活動
【時間目】
ステップⅠ：学習
活動としての導入
段階
ステップⅡ：学習
活動としての展開
前段段階
ステップⅢ：学習
活動としての展開
中段段階
【時間目】
ステップⅣ：学習
活動としての展開
後段段階
ステップⅤ：学習
活動としての終末
段階
学習段階
図 展開の大要
展開の大要は、前頁に示した図の通りである。
③ 体験授業の結果と考察
学生に、実際に授業を体験して感じた各ステップで予想される授業者と
しての課題とその課題を解消するための対策について検討させた。それを
下記の図にまとめた。
図から、田沼の授業プロセスをそのまま用いることは、教職課程を履
修する学生にとってハードルが高い。特に、予想される授業者の課題とし
て、「課題設定」と「話し合い活動の進め方」が挙げられる。最初の「課
「特別の教科である道徳」の授業における問題解決的な学習に関する一考察──教育実習での授業設計を想定して── 167
─ 167 ─
・教師の教材研究のもとに、個
人課題も教師が設定する。また、
個人課題は、共通課題を解決す
るための手段となるものをいく
つか設定し、その中から子ども
に選択させる。
・個々の個人課題を解決する手段と
なる共通課題を設定させるための具
体的方法をどうするか。
・話し合いに参加する子どもが限定
する場合の具体的手だてをどうする
か。
・似通った個人課題を設定した者同
士で集まったとき、お互いに設定し
た課題の内容が少しずつ異なること
で議論がしづらくなることを防ぐた
めの事前の具体的手だてをどうする
か。
・個人課題と共通課題を関連付ける
ための具体的手だてをどうするか。
ステップⅡ
ステップⅢ
・最初に、個人課題ではなく、
主題を構成する明確な共通課題
を設定する。
対策
ステップⅣ
・個人課題の設定場面で、自分の考
えが思いつかない子どもや授業で扱
うテーマから大きくズレが生じた子
どもへの対応をどうするか。
予想される授業者としての課題
ステップⅠ
ステップⅤ
学習段階
・教師が共通課題を設定する。
・小グループで話し合ってから、
クラス全体で話し合うようにす
る。また、発表する順番を決め
ておくようにする。
・全員が話し合いに参加でする
ように、一人ひとりに責任をも
たせるようにする。
図 予想される授業者としての課題とその対策①
題設定」は、教師の実践的指導力が求められる。問題解決的な学習を進め
る場合、この課題設定は、その後の授業展開に大きな影響を及ぼす。そこ
で、教職課程を履修する学生が授業者となることを想定した場合、「課題
設定」については、次の点を対策として考えた。すなわち、①教師が個
人課題と共通課題を設定すること、②個人課題と共通課題の関係性が明確
になるように、共通課題を中心課題として設定し、個人課題は共通課題を
解決するための手段となるように設定すること、③子どもの自主性を引き
出すために、個人課題は、教師が提示したものの中から選択させるように
することの点である。
次の「話し合い活動の進め方」も同様に、教師の実践的指導力が求めら
れる。子どもの身に付けている話し合いのスキルや実際の話し合いの様子
は、教師の実践的指導力がそのまま反映するといっても過言ではない。特
に、全員参加による話し合い活動は、学級経営も含め、相当の教師の力量
が求められる。そこで、教職課程を履修する学生が、授業者となって話し
合い活動を進める場合、どの子どもも参加しやすくするための対策として、
少人数グループによる話し合い活動を設定し、さらに個々に話し合いでの
責任をもたせるために、協同学習の技法である「ジグソー」(24)を用いる
ことにした。この「ジグソー」は、共通課題を追求するグループと同じ個
人課題を設定した者同士のグループの種類を設定する。具体的には、同
じ個人課題を設定した者同士のグループで課題を追求させ、そこでの成果
を共通課題を追求するグループに持ち寄り、共通課題を解決させるように
した。
以上のことをもとに、教職課程を履修する学生を想定した道徳科の問題
解決的な学習の授業プロセスを次頁の図に示す。この授業プロセスを用
いて、再度教職課程を履修する学生を対象に体験授業を実施することにし
た。
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）回目の体験授業の授業案の概要
図の授業プロセスを用いて、再度体験授業を試みることにした。具体
的には、教職科目「教職実践演習」（筆者担当）を履修するＡ大学年生
14名を対象に、筆者がファシリテーターとなって体験授業を実施すること
にした（2015年月25日実施）。先の体験授業と同様に、学生は、子ども
の視点で授業を受けるとともに、同時に教師の視点に立って授業を展開す
る場合の課題とその課題を解消するための方策を考えながら、授業に参加
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・検討した共通課題の結論を互い（グルー
プ内で得た結論を全体の場で）に発表し合
い、互いに聞き・受容し合って、最終的な
自分の考えをまとめ、自分の考えの変化や
深まりを確認する。
・集団的価値追求した個人課題で得た結論
を各自確認しながら、最初のグループに戻
り、グループ活動を主体に共通課題を追求
する。
・同じ個人課題を選択した者同士でグルー
プをつくり、選択した個人課題を集団思
考・追求する。
・選択した個人課題に対する個々のものの
見方、感じ方、考え方を確認する。
・グループをつくり、教師が提示したグル
ープ人数と同数の個人課題の中から、一人
つ個人課題を選択する。
・グループのメンバーすべてが、異なる個
人課題を担当するようにグループ内ですり
あわせを行う。
・教師から提示された共通課題について自
分の考えをもち、ワークシートにまとめる。
具体的な学習活動
ステップⅠ：学習活動としての導入段階
・価値及び共通課題と出合う段階
ステップⅡ：学習活動としての展開前段
段階
・共通課題を解決するための手がかりと
して個人課題を選択する段階
ステップⅢ：学習活動としての展開中段
段階
・集団的価値追求をする協働、協同、共
同を実現する思考活動段階
ステップⅣ：学習活動としての展開後段
段階
・集団的価値追求した個人課題の結果を
思考ベースとして共通課題を自己解決す
る段階
ステップⅤ：学習活動としての終末段階
・共通課題追求結果を発表し合い、共有
しながら、共通課題に対する最終的な自
分の考えをまとめる段階
課題追求段階
図 教職課程を履修する学生を想定した道徳科の問題解決的な学習の授
業プロセス
するようにした。すでに教育実習を経験した学生もいるので、より実践的
な視点で授業分析がなされることを期待した。
① 授業のねらい
・ 前回の体験授業と同じ。
② 展開の大要（全時間扱い：全90分）
教職課程を履修する学生を想定した展開の大要は、下記に示した図	の
通りである。
③ 体験授業の結果と考察
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①集団的価値追求した個人課題で得た結論を各自確認しなが
ら、最初の人一組のグループに戻り、グループ活動を主体
に共通課題を追求をする。
②検討した共通課題の結論を互い（グループ内で得た結論を
全体の場で）に発表し合い、互いに聞き・受容し合って、最
終的な共通課題に対する自分の考えをワークシートにまとめ
るとともに、最初に書いた自分の考えと比べながら、自分の
考えの変化や深まりを確認する。
①家庭学習で教材「わたしのいもうと」を読み、教師から提
示された共通課題「どうすれば妹は死なずにすんだのだろう
か」について自分の考えをもち、ワークシートにまとめる。
②人一組のグループを作り、教師が提示したつの個人課
題（妹はどうすれば良かったのか、お母さんはどうすれば良
かったのか、私はどうすれば良かったのか）を一人つ選択
する。
③司会者を決め、人がすべて異なる個人課題を担当するよ
うにグループ内ですりあわせを行う。
④同じ個人課題を選択した者同士でグループをつくり、選択
した個人課題を集団思考・追求する。
⑤選択した個人課題に対する個々のものの見方、感じ方、考
え方を確認する。
学習活動
【時間目】
ステップⅠ：学習活動
としての導入段階
ステップⅡ：学習活動
としての展開前段段階
ステップⅢ：学習活動
としての展開中段段階
【時間目】
ステップⅣ：学習活動
としての展開後段段階
ステップⅤ：学習活動
としての終末段階
学習段階
図 教職課程を履修する学生を想定した展開の大要
前回と同様に、学生に実際に授業を体験して感じた各ステップで予想さ
れる授業者の課題とその課題に対する対策について検討させ、それを下記
の図
にまとめた。
この図
から、ステップⅢ以外の予想される授業者としての課題は、教
職課程を履修する学生が、授業者として教育実習で授業を行う場合も対応
可能なレベルのものである。しかし、ステップⅢの予想される授業者の課
題として出された「グループ内で意見が対立して、まとまらない場合の手
だてはどうするか」については、「話し合いの時間を十分に取る」という
対策だけでは解決が難しい。そこには、意見を収束させるための話し合い
の視点が必要となる。具体的には、柳沼・竹井の道徳授業理論と藤枝の道
徳授業理論が参考となる。柳沼・竹井は、解決策を吟味する場面で、解決
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・話し合いの時間を十分に取る。
・あらかじめ、話し合いの時間を明
確に全体に提示する。
・自分たちのグループとの共通点と
相違点を意識させながら聞くように
させる。
・教材の読み取りが不十分な子ど
もをどうするか。
・個人課題を分担する場面で、す
りあわせがうまくいかないグルー
プへの具体的手だてはどうするか。
・グループ内で意見が対立して、
まとまらない場合の手だてはどう
するか。
・話し合いの時間が足りなくなる
グループへの対応をどうするか。
・グループ内で得た結論を全体の
場で発表する場面で、単なる報告
会にならないようにするにはどう
するか。
ステップⅠ
予想される授業者としての課題
ステップⅡ
ステップⅢ
ステップⅣ
ステップⅤ
対策学習段階
・資料の中の主な登場人物、出来事
や問題場面を全体で確認させる。
・授業で追求する中心となるのは、
共通課題であり、個人課題はそれを
解決するための手段であることを押
さえる。また、どの個人課題も共通
課題を解決する上で必要であること
も合わせて押さえる。
図	 予想される授業者としての課題とその対策②
策を選んだ動機だけでなく、解決策によってもたらされる結果までを考え
させること、藤枝は、行為の選択を伴う価値判断を行う場合、領域、立場、
メリット・デメリットのほか、未来に予測される結果への因果を加えて価
値判断の根拠とすることを指摘している。この両者の共通点である行為の
結果までを考えさせるという視点は、この課題の重要な解決策となり得る。
 体験授業から明らかになったこと
回の体験授業では、教職課程を履修する年生を対象に、田沼の道徳
授業理論の授業プロセスを体験させた。そこでは、学生は子どもと教師の
双方の視点で授業を体験し、予想される授業者の課題とその対策について
検討し合った。その結果、教職課程を履修する学生が、教育実習で道徳科
の授業で問題解決的な学習を進める場合、「課題設定」と「話し合い活動
の進め方」に大きな課題があることが明らかとなった。「課題設定」につ
いては、次の点を対策として考えた。すなわち、①教師が個人課題と共
通課題を設定すること、②個人課題と共通課題の関係性が明確になるよう
に、共通課題を中心課題として設定し、個人課題は共通課題を解決するた
めの手段となるように設定すること、③子どもの自主性を引き出すために、
個人課題は、教師が提示したものの中から選択させるようにすることの
点である。「話し合いの進め方」については、どの子どもも参加しやすく
するための対策として、少人数グループによる話し合い活動を設定し、さ
らに個々に話し合いでの責任をもたせるために、協同学習の技法である
「ジグソー」を用いることにした。
回目の体験授業では、教職課程を履修する年生を対象に、先述した
回目の体験授業で出された課題を解消するための対策を挿入した授業プ
ロセス（図参照）を体験させた。同様に、学生は子どもと教師の双方の
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視点で授業を体験し、予想される授業者の課題とその対策を検討した。そ
の結果、「グループの話し合い活動で意見が対立した場合のまとめ方」に
大きな課題があることが明らかとなった。その課題に対する学生が考えた
対策は、「話し合いの時間を十分に取る」というものであったが、これだ
けでは十分な対策とはならない。さらに対策として、柳沼・竹井と藤枝の
道徳授業理論に共通する選択した行為の結果までを考えさせる視点をグル
ープの話し合い活動でもたせることとした。
以上の回の体験授業を通して考察した予想される授業者の課題とその
対策を踏まえながら、図の授業プロセスを次頁の図のように修正する
ことにした。
教職課程を履修する学生が、いきなり田沼の道徳授業理論による授業プ
ロセスで実践を行うことはきわめて困難であるが、図で示した修正した
授業プロセスで授業を実践することは十分可能である。しかし、この修正
した授業プロセスは、あくまでも授業者としての経験がほとんどない教職
課程を履修する学生を想定してつくられたものであり、問題解決的な学習
の授業とはいえ、教師主導の授業プロセスである。教職課程を履修する学
生は、この修正した授業プロセスを第一歩とし、授業実践の経験を積み重
ねながら、教師としての実践的指導力を着実に身に付け、将来的には、こ
の授業プロセスのもととなる田沼の「複数価値多時間同時追求型道徳授
業」が実践できる授業実践力を身に付けていくことが理想的である。
さらに、この田沼の道徳授業理論だけでなく、柳沼・竹井や藤枝の道徳
授業理論も実際に体験することを通して、教職課程を履修する学生が授業
を行った場合にどこに課題があるのか、その課題を解消するためにどんな
対策を講じればよいかを考察しながら、問題解決的な学習の授業プロセス
のいろいろなバリエーションを経験しておくことは、教職課程を履修する
学生が、実際に教壇に立ったとき、自分なりの問題解決的な学習の授業を
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展開させていく上で、きわめて有益なものとなろう。
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・資料の中の主な登場人物、出来事や問題場面を全体
で確認する。
・教師から提示された共通課題について、自分の考え
をもち、ワークシートにまとめる。
・グループをつくり、教師が提示したグループ人数と
同数の個人課題の中から、一人つ個人課題を選択す
る。
・授業で追求する中心となるのは共通課題であり、個
人課題はそれを解決するための手段であることと、ど
の個人課題も共通課題を解決する上で必要であること
を確認する。
・グループのメンバーすべてが、異なる個人課題を担
当するようにグループ内ですりあわせを行う。
・同じ個人課題を選択した者同士でグループをつくり、
選択した個人課題を集団思考・追求する。
・選択した個人課題に対しての個々のものの見方、感
じ方、考え方を確認する。
・話し合いでは、十分な時間を確保するとともに、選
択した行為の結果までを考える。
・集団的価値追求した個人課題で得た結論を各自確認
しながら、最初のグループに戻り、グループ活動を主
体に共通課題を追求する。
・検討した共通課題の結論を互い（グループ内で得た
結論を全体の場で）に発表し合い、互いに聞き・受容
し合って、最終的な自分の考えをまとめ、自分の考え
の変化や深まりを確認する。
・自分たちのグループとの共通点と相違点を意識して
聞く。
ステップⅠ：学習活動として
の導入段階
・価値及び共通課題と出合う
段階
課題追求段階
ステップⅡ：学習活動として
の展開前段段階
・共通課題を解決するための
手がかりとして個人課題を選
択する段階
ステップⅢ：学習活動として
の展開中段段階
・集団的価値追求をする協働、
協同、共同を実現する思考活
動段階
ステップⅣ：学習活動として
の展開後段段階
・集団的価値追求した個人課
題の結果を思考ベースとして
共通課題を自己解決する段階
ステップⅤ：学習活動として
の終末段階
・共通課題追求結果を発表し
合い、共有しながら、共通課
題に対する最終的な自分の考
えをまとめる段階
具体的な学習活動
図
 教職課程を履修する学生を想定した道徳科の問題解決的な学習の修
正した授業プロセス
おわりに
以上、本研究では、道徳科の授業における指導方法の工夫として学習指
導要領の一部改正で指摘された「問題解決的な学習」を取り上げ、その授
業プロセスについて追究した。具体的には、「道徳の時間」の授業で行わ
れたつの問題解決的な学習の先行研究である田沼、柳沼・竹井、藤枝の
つの道徳授業理論を分析しながら、教職課程を履修する学生が教育実習
で指導可能な問題解決的な学習の授業プロセスについて考察することにし
た。
今回は、田沼の道徳授業理論を取り上げ、計回の体験授業を通して、
教職課程を履修する学生が、教育実習で実践可能な授業プロセスについて
検討した。体験授業の結果、教職課程を履修する学生が、教育実習の道徳
科の授業で田沼の道徳授業理論による問題解決的な学習を進める場合、
「課題設定」と「話し合い活動の進め方」に大きな課題があることが明ら
かとなった。
この課題の対策として、「課題設定」では、①教師が個人課題と共通課
題を設定すること、②個人課題と共通課題の関係性が明確になるように、
共通課題を中心課題として設定し、個人課題は共通課題を解決するための
手段となるように設定すること、③子どもの自主性を引き出すために、個
人課題は、教師が提示したものの中から選択させるようにすることとした。
「話し合いの進め方」では、どの子どもも話し合いに参加しやすくするた
めの対策として、少人数グループによる話し合い活動を設定し、さらに
個々に話し合いでの責任をもたせるために、協同学習の技法である「ジグ
ソー」を用いること、さらに、意見が対立した場合のまとめ方の対策とし
てとして、柳沼・竹井と藤枝の道徳授業理論に共通する選択した行為の結
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果までを考えさせる視点をグループの話し合い活動でもたせることとした。
そして、これらの対策を踏まえながら、教職課程を履修する学生が、教育
実習で実践可能な修正した授業プロセスを図の通り作成した。
今後の課題は、道徳科の完全実施に向け、実際に教育実習等で図の授
業プロセスで実践を行いながら、さらに修正を加えていくことと、同様に
して柳沼・竹井と藤枝の道徳授業理論も体験させ、問題解決的な学習の道
徳授業のいろいろなバリエーションを経験させていくことである。これら
は、教職課程を担当する者にとっての今後の重要な課題として追究してい
きたい。
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